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奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
（
飛
鳥
・
藤
原
地
区
）
藤
原
宮
跡
資
料
室

埋
も
れ
た
大
宮
び
と
の
横
顔

―
薬
・
ま
じ
な
い
・
庄
園
の
木
簡

後
期
展
示
木
簡

う

ず

展
示
期
間

前
期

平
成
三
十
一
年
四
月

八

日
（
月
）
―
四
月

十
七

日
（
水
）

後
期

四
月
十
八
日
（
木
）
―
四
月
二
十
六
日
（
金
）

＊
木
簡
は
二
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

藤
原
宮
跡
か
ら
は
、
現
在
一
万
六
〇
〇
〇
点
以
上
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
今
回

は
、
今
年
一
月
に
『
藤
原
宮
木
簡
四
』
と
し
て
報
告
し
た
五
二
九
点
の
木
簡
か
ら
、
二

一
点
を
厳
選
し
、
前
期
に
一
九
点
、
後
期
に
二
点
の
木
簡
を
展
示
す
る
。

後
期
に
展
示
す
る
木
簡
は
、
平
安
時
代
初
期
に
藤
原
宮
故
地
の
庄
園
で
作
成
さ
れ
た

帳
簿
で
あ
る
。
藤
原
宮
や
京
の
跡
地
は
、
遅
く
と
も
奈
良
時
代
半
ば
か
ら
後
半
頃
ま
で

に
条
里
制
地
割
が
施
行
さ
れ
、
耕
地
化
が
進
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
半
ば

に
は
、
藤
原
宮
の
東
南
部
に
高
殿
庄
（
橿
原
市
高
殿
町
周
辺
か
）
、
宮
の
南
方
約
五
〇

た
か
ど
の

〇
ｍ
の
地
に
飛
驒
坂

所

（
飛
驒
庄
、
現
在
の
橿
原
市
日
高
山
周
辺
）
な
ど
の
存
在
が

ひ

だ

さ
か
ど
こ
ろ

知
ら
れ
、
こ
う
し
た
古
文
書
に
名
を
と
ど
め
た
庄
園
以
外
に
も
、
小
規
模
な
庄
園
が
点

在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
簡
に
み
え
る
「
宮

所
庄
」
は
そ
の
一
つ
と
み
ら
れ
、

み
や
ど
こ
ろ

展
示
す
る
木
簡
も
、
そ
の
名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
あ
る
庄
園

で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

弘
仁
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
庄
園
の
収
支
簿
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（
一
八
〇
六

号
）

（
釈
文
は
５
頁
）

長
さ
九
八
二
㎜
・
幅
五
七
㎜
・
厚
さ
五
㎜

七
〇
一
一
型
式

「
弘
仁
元
年
十
月
廿
日
収

納

稲

事
」
に
は
じ
ま
る
大
型
の
帳
簿
。

し
ゅ
う
の
う
す
る
い
ね
の
こ
と

弘
仁
元
年
は
八
一
〇
年
。
こ
の
日
に
収
納
さ
れ
た
一
五
〇
九
束
の
稲
が
、

翌
年
二
月
に
か
け
て
支
出
さ
れ
た
状
況
を
、
詳
細
に
書
き
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
支
出
の
日
付
は
、
収
納
日
と
同
じ
弘
仁
元
年
十
月
二
十
日
、

同
月
二
十
六
日
、
十
二
月
二
十
五
日
、
翌
弘
仁
二
年
正
月
二
十
六
日
、

お
よ
び
月
不
明
の
二
十
日
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
月
末
近
く
で
あ
り
、

十
一
月
の
日
付
は
み
え
な
い
も
の
の
、
概
ね
毎
月
の
支
出
を
ま
と
め
て

記
し
た
も
の
ら
し
い
。
月
不
明
の
二
十
日
は
、
記
載
中
に
「
二
月
三
日
」

の
日
付
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
二
月
と
み
ら
れ
る
。
弘
仁
元
年
十
月
二

十
日
は
新
暦
の
十
一
月
二
十
日
、
翌
二
年
二
月
二
十
日
は
同
じ
く
三
月

十
八
日
に
あ
た
り
、
某
庄
の
農
閑
期
の
支
出
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
い

え
る
。

は
、
倉
札
も
し
く
は
倉
案
と
呼
ば
れ
、
庄
園
の
管
理
や
経
営

く
ら
ふ
だ

く
ら
あ
ん

20

に
お
い
て
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
庄
園
の
収
支
簿
と
み
ら
れ
る
。
収
入
、

支
出
の
詳
細
は
、
５
頁
掲
載
の
表
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
一
五
〇
九

束
の
稲
か
ら
、
米
七
五
石
四
斗
五
升
を
得
た
（
当
時
の
一
升
は
今
量
の

〇
・
四
五
升
）
に
あ
た
り
、
約
五
〇
九
三
㎏
）
。

以
下
、
注
目
さ
れ
る
記
述
を
解
説
す
る
。

「
葛
木
寺
」
は
、
表
面
三
段
目
二
行
目
と
裏
面
七
段
目
二
行
目
に
み
え

か
つ
ら
ぎ
で
ら

る
。
稲
を
収
納
し
た
当
日
と
、
二
月
二
十
日
以
降
の
あ
る
日
に
そ
れ
ぞ

れ
稲
二
十
束
が
進
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
庄
は
葛
木
寺
と
深
い
関
係
に
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あ
っ
た
。
葛
木
寺
は
、
聖
徳
太
子
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
七
寺
の
一
つ
で
、

「
葛
木
臣
に
賜
る
」
と
み
え
る
（
『

上

宮

聖

徳
法
王
帝
説
』
）
。
も
と
高
市

じ
ょ
う
ぐ
う
し
ょ
う
と
く
ほ
う
お
う
て
い
せ
つ

た

け

ち

郡
に
所
在
し
た
が
、
後
に
平
城
京
左
京
五
条
六
坊
（
現
在
の
奈
良
市

南
み
な
み

京

終
町
）
に
遷
さ
れ
た
。
こ
の
木
簡
に
み
え
る
寺
は
、
平
城
京
へ
遷
る

き
ょ
う
ば
て

よ
り
前
の
高
市
郡
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
引
く
歌
謡
に

わ
ざ
う
た

「
葛
木
寺
の
前
に
在
る
な
り
、
豊
浦
寺
の
西
に
在
る
な
り
」
（
光
仁
天
皇

あ

と
ゆ
ら
で
ら

即
位
前
紀
）
と
み
え
、
奈
良
県
橿
原
市
和
田
町
の
和
田
廃
寺
が
そ
の
故

わ

だ

は
い

じ

地
と
み
ら
れ
て
い
る
。
和
田
廃
寺
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
通
称
「
大
野
塚
」

お
お
の
の
づ
か

の
土
壇
が
七
世
紀
後
半
に
造
営
さ
れ
た
塔
跡
で
あ
る
こ
と
、
塔
造
営
以

前
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
、
平
安
時
代
前
半

頃
と
み
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
な
ど
を
検
出
し
て
お
り
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮

発
掘
調
査
概
報
』
六
）
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
古
文
書
に
も
「
葛

木
寺
田
二
町
九
段
六
十
歩
」
な
ど
と
み
え
、
平
安
時
代
ま
で
寺
地
を
維

持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
正
倉
院
」
は
、
表
面
八
段
目
四
行
目
に
み
え
る
。
表
面
八
段
目
に
は
、

租
（
税
の
一
つ
）
の
納
入
に
関
わ
る
経
費
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
る
。
租

は
所
在
す
る
郡
に
収
め
る
た
め
、
こ
こ
で
み
え
る
正
倉
院
は
高
市
郡
の

も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
。
「
租
穀
四
石
五
斗
四

升
」
の
料
と
し
て
、
穎
稲
（
穂
首
で
束
ね
た
稲
）
「
五
十
六
束
八
把
」
が

え
い
と
う

用
い
ら
れ
、
稲
一
束
か
ら
籾
八
升
を
得
て
い
る
。

糙

（
穎
稲
を
舂
い

も
み

か
ち
し
ね

て
穀
に
す
る
作
業
）
は
女
性
九
名
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
一
人

あ
た
り
五
斗
で
、
五
把
の
功
食
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
租
穀
を
納
入
す

る
た
め
の
裹

薦
四
枚
を
編
み
、
そ
れ
を
縛
る
縄
を
作
成
す
る
人
の
功
食

つ
つ
み
こ
も

と
し
て
一
束
が
当
て
ら
れ
る
。
「
租
穀
四
石
五
斗
四
升
」
は
、
お
そ
ら
く

は
五
斗
を
一
俵
に
納
め
（
『
延
喜
式
』
雑
式

公
私
運
米
条
な
ど
）
、
正

ぞ
う
し
き
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倉
院
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
読
め
な
い
文
字
も
残
り
難
解
で

あ
る
が
、
「
正
倉
院
に
運
び
、
な
ら
び
に

上

る
日
、
正
倉
に
出
納
す
。

た
て
ま
つ

す
い
と
う

又
…
食
三
束

」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
庄
か
ら
高
市
郡
の

正
倉
院
へ
租
穀
を
運
び
、
そ
し
て
上
る
日
に
租
穀
を
正
倉
に
納
め
る
と

い
う
行
為
と
、
「
又
」
以
下
の
読
み
と
れ
な
い
も
う
一
つ
の
行
為
に
関
わ

る
功
食
と
し
て
三
束
余
り
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
租
穀
進
上
に
関
わ
る
経
費
は
、
正
倉
院
へ
の
運
搬
か

ら
正
倉
へ
の
納
入
ま
で
、
一
貫
し
て
庄
園
側
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
な
お
、
運
搬
と
進
上
は
同
日
と
も
、
あ
る
い
は
別
日

と
も
解
釈
で
き
る
も
の
の
、
納
税
者
が
正
倉
院
ま
で
運
搬
し
た
後
、
一

旦
倉
下
や
仮
倉
な
ど
に
仮
置
き
し
、
お
そ
ら
く
は
郡
内
の
租
穀
が
ま
と

く
ら
し
た

か
り
ぐ
ら

ま
っ
た
段
階
の
定
め
ら
れ
た
日
に
実
際
に
正
倉
に
収
納
す
る
、
と
い
う

二
段
階
の
手
続
き
を
経
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以

上
の
記
述
は
、
租
穀
の
正
倉
へ
の
収
納
の
手
続
き
が
窺
わ
れ
る
稀
有
な

史
料
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

「
宮
所
庄
」
は
、
裏
面
四
段
目
五
行
目
に
み
え
る
。
四
行
目
か
ら
三
行

に
わ
た
り
、「
ま
た
、
奈
良
に
在
る
馬
船
な
ら
び
に
厨
子
棚
板
及
び
歩

板

う
ま
ぶ
ね

ず

し

だ
な
い
た

あ
ゆ
み
い
た

等
を
、
宮
所
庄
へ
持
運
ぶ
車

引
建
万
呂
の
六
箇
日
の
食
な
ら
び
に
酒
料

く
る
ま
ひ
き
た
て

ま

ろ

に
三
束
、
日
別
に
一
升
六
合
の
食
、
ま
た
酒
は
日
別
に
一
升
。
」
と
み
え
、

ご
と

運
送
に
従
事
す
る
「
車
引
」
の
建
万
呂
が
、
奈
良
か
ら
宮
所
庄
に
往
復

六
日
を
要
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
材
を
運
ん
だ
ら
し
い
。
「
馬
船
」
は
、
馬

漕
と
も
書
き
、
馬
の
飼
料
を
入
れ
る
容
器
、
「
厨
子
棚
板
」
は
、
調
度
・

書
画
・
食
料
な
ど
を
載
せ
る
置
き
棚
の
棚
板
、
「
歩
板
」
は
、
通
行
す
る

た
め
に
物
の
上
に
掛
け
渡
し
た
板
で
、
細
長
い
板
の
こ
と
で
あ
る
。
「
奈

良
」
は
、
大
和
盆
地
北
部
で
あ
る
が
具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
る
。「
宮

所
」
は
、
木
簡
出
土
地
の
周
辺
に
二
箇
所
、
小
字
地
名
と
し
て
残
る
。

こ

あ

ざ

一
箇
所
は
、
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町
の
藤
原
宮
大
極
殿
跡
の
あ
る
大
宮

た
か
ど
の

お
お
み
や

の
南
東
に
接
す
る
坪
で
、
高
市
郡
路
東
二
十
五
条
二
里
三
十
坪
に
あ
た

ろ

と

う

る
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
大
和
国
条
里
復
原
図
』
一
九
八

二
年
、

）
。
も
う
一
箇
所
は
、
同
桜
井
市
大
字
戒

重
で
、
十
市
郡

か
い
じ
ゅ
う

と

お

ち

No.
82

路
東
二
十
三
条
六
里
十
七
坪
に
あ
た
る
（
『
大
和
国
条
里
復
原
図
』
前
掲
、

）
。
木
簡
出
土
地
点
か
ら
の
直
線
距
離
は
、
前
者
で
は
東
南
へ
七
〇

No.
77

〇
ｍ
程
度
、
後
者
で
は
東
へ
三
㎞
余
り
あ
り
、
お
そ
ら
く
は

が
用
い
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ら
れ
た
庄
と
は
別
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
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都
へ
米
を
進
上
し
た
記
録
木
簡

21

（
一
八
〇
七

号
）

（
釈
文
は
５
頁
）

長
さ
八
四
〇
㎜
・
幅(

五
一)

㎜
・
厚
さ
六
㎜

七
〇
八
一
型
式

大
型
の
帳
簿
木
簡
。
左
右
両
辺
に
は
と
も
に
多
数
の
墨
痕
が
認
め
ら

れ
、
記
載
は
さ
ら
に
前
後
に
続
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
表
面
は
、
墨

線
や
丸
く
囲
む
形
に
よ
る
抹
消
、
訂
正
、
加
筆
が
著
し
く
、
あ
た
か
も

草
案
か
に
み
え
る
も
の
の
、
七
箇
所
に
み
え
る
合
点
が
、
こ
の
帳
簿
が

実
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
裏
面
の
文
字

は
再
利
用
前
の
削
り
残
り
と
み
ら
れ
、
こ
の
ほ
か
に
も
削
り
残
り
の
墨

痕
が
所
々
に
残
さ
れ
て
い
る
。
表
裏
両
面
に
三
種
類
の
筆
跡
が
認
め
ら

れ
る
が
、

と
同
筆
の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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記
載
内
容
は
、
「
六
年
」
十
二
月
の
京
上
（
進
）
米
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
欠
損
部
分
の
前
後
に
も
記
載
は
続
い
て
い
る
。

と
と
も
に
出
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土
し
た
こ
と
か
ら
、
「
六
年
」
は
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
と
み
ら
れ
て
き

た
が
、
出
土
し
た
井
戸
の
埋
没
年
代
が
、
土
器
の
年
代
観
か
ら
九
世
紀

半
ば
か
ら
後
半
に
降
る
と
さ
れ
、
天
長
六
年
（
八
二
九
）
、
承
和
六
年
（
八

三
九
）
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
、
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
な
ど
の
可
能

性
も
否
定
で
き
ず
、
特
定
は
困
難
で
あ
る
。

「
京
上
米
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
庄
園
主
は
、
平
安
京
も
し
く
は

そ
の
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
上
米
は
、
十
二
月
八
日
、

十
八
日
、
二
十
八
日
の
記
載
が
み
え
、
こ
の
う
ち
十
八
日
分
は
ほ
ぼ
全

文
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
二
十
八
日
分
に
み
え
る
「
東
殿
」
は
、
庄
内

の
施
設
と
み
ら
れ
、
倉
以
外
の
稲
の
保
管
施
設
か
と
推
測
さ
れ
る
。
十

八
日
分
は
「
六
十
七
束
」
の
記
載
の
み
を
残
し
て
抹
消
し
、
稲
を
「
豊

村
宮
」
に
送
っ
た
と
訂
正
す
る
。「
豊
村
宮
」
は
ほ
か
に
史
料
に
み
え
ず
、

そ
の
場
所
や
稲
を
送
っ
た
理
由
も
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。

木
簡
出
土
遺
構

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
四
〇
〇
（
展
示
番
号

・

）

Ｓ
Ｅ
三
四
〇
〇
は
、
藤
原
宮
跡
西
北
隅

20

21

で
お
こ
な
っ
た
第
三
六
次
調
査
南
区
で
検
出
し
た
方
形
横
板
組
の
井
戸
。
Ｓ
Ｄ
三
四

ほ
う
け
い
よ
こ
い
た
ぐ
み

一
〇
の
北
岸
に
接
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
の
岸
が
一
部
埋
没
し
た
後
に
造
ら

れ
て
い
る
。
井
戸
枠
の
一
辺
は
一
・
〇
ｍ
で
、
方
形
の
掘
方
の
北
側
に
寄
せ
て
、
四

方
に
縦
方
向
に
溝
を
切
っ
た
隅
柱
を
立
て
、
厚
い
横
板
を
落
と
し
込
ん
で
い
る
。
横

板
は
五
段
、
一
・
一
ｍ
分
が
残
存
し
て
い
る
。
埋
土
は
暗
灰
色
粘
質
土
一
層
で
、
底

面
に
小
石
を
敷
く
。
井
戸
枠
内
か
ら
、
木
簡
の
ほ
か
に
、
富
寿
神
宝
（
弘
仁
九
年
〈
八

ふ

じ

ゅ
し
ん
ぽ
う

一
八
〉
初
鋳
）
、
横
櫛
な
ど
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
二
点
出
土
し
た
。

は
、
上
端

20

か
ら
約
八
〇
㎝
下
の
と
こ
ろ
に
横
向
き
の
状
態
で
、

は
、
東
北
の
隅
柱
に
沿
っ
て

21

斜
め
に
立
ち
上
が
る
よ
う
に
埋
没
し
て
い
た
。

藤原宮木簡出土地点図



4

木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明

型
式
番
号
は
四
桁
の
数
字
で
示
し
、
第
一
位
の
数
字
は
時
代
を
示
す
。
五
は
飛
鳥
時
代
、

六
は
奈
良
時
代
（
藤
原
宮
期
を
含
む
）
、
七
は
平
安
時
代
で
あ
る
。

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭
・
圭

頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た

も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
・

腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分
の
左
右

に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど

に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑

【
編
集
】
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室



収 

納 

帳 束

二

十

五

百

二

段

六

子

地

段

四

佃

呂

万

福

海

凡

束

三

百

二

千

段

六

町

二

佃

女

田

山

又 

有 

収 

納 

帳

束
　
廿
　
下
　
日
　
同

者
　
進
　
寺
　
木
　

束
　
玖
　
十
　
八
　
百
　
四
　
千
　
残
　
定

主

魚

川

石

使

等

丸

福

丸

浄

倉
義

束
六
十
料
升
四
石
一

升
八
束
別

束
三
十

料

束
一

料
食
功
女

料
功
人
運
束
二

十
料
作
垣
庄

　
束

〔
　

五
カ

〕

斗
五
米
白
入
古
多
波
御
坐
下
国
主

　

下
日
五
廿
月
二
十
更

束
三
十
稲
料

束
二
功
夫
運
米
白

主
小

把
五
束
一
食
日
経
従

把
五
束
七

下
合

把
五
束
一

百
四
千
一
稲
残

功
舂
束
一

代
精
束
二

歩
廿
百
段
六
町
三
佃
年
元

歩
廿
百
段
六
町
二
造
庄
自

段
六
子
地
又
段
四
作
呂
万
福

廿
百
町
三
田
定
八
得
不
二

〔
　

歩
カ

〕

上
租
同

把
八
束
六
十
五
穎
料
升
四
斗
五
石
四
穀
租
上
可

人
九
女

把
五
束
四
食
功

編
枚
四
薦
裹

束
一
食
人
続
縄

運
院
倉
正

又
納
出
倉
正
日
上

斗
五

人
別

人
別

把
五

升
八
得

束
別
〔

　

カ

〕

束
十
呂
万
岐
都
加
海
凡

束
三
呂
万
浄
民

束
七
十
給
挙
出
々
人

束
二
女
継
浄
妻
呂
万
建

束
二
呂
万
月
三
友
大

廊
東
庄
在

　
　

又
　
　
　

〔
　

塗
カ

〕

　
　
　

束
一
食
功
人
行
持
京
丁
進

等
板
歩
及
板
棚
子
厨

船
馬
良
奈
在
又

日
箇
六
呂
万
建
引
車
運
持
庄
所
宮

束
三
料
酒

食

食
合
六
升
一
別
日

升
一
別
日
酒
又

　
　

衣
冬
々
人

　

文
五
十
百
七
貫
三
廿
銭
直
束
三
十
五
百
沽
代
銭
直

〔
　

買
カ

〕

　
　
　

中
之
把
八
束
三
卅
百
二
下
日
廿

　

束
八
十
百
下
且
料
作
田
年
二

作
佃
所
呂
万
福
海
凡
又
　

　

束
卅

〔
　

料
カ

〕

束
五
廿
挙
出
給
主
小

女
田
山
受

束
十
八
百
残

了
下
員
依

廿
挙
出
人
国
海
凡

〔
　

束
カ

〕
廿
給
挙
出
呂
万
福
同

〔
　

束
カ

〕

依

　
　

主
小
事

経
従

〔
　

成
カ

〕

始
日
廿
月
正
自

三
月
二

〔
　

日
カ

〕

日
四
十

把
二
束
四
稲
食

郎
二

把
六
食
半
日
一
従

船
馬
良
奈
在

百
五
貫
二
直
板
歩
又
棚
子
厨

　

束
六
十
沽
代

束
廿
下
又

束
二
下
又

把
八
束
二
十
百
四
下
合

〔
　

寺
カ

〕

木
　

料
等
　
　
　

直
合
四
油
刺
車
運
木
材
在
良
奈

　

別
文
十
七
百
銭

　

文

〔
　

合
カ

〕

〔
　

直
カ

〕

文
十
六

　
　

呂
万
建
料
手
酒
人

〔
　

受
カ

〕

〔
　

運
カ

〕

把
八
束

百
八
残

〔
　

二
　
　

月
カ

〕

〔
　

文
カ

〕

」

）
損
　
欠
　
間
　
ノ
　
コ
（

〔
　

丸
カ

〕

弟

丸

月

三

上

　

丸

建

〔 　 三 　　 束
カ 〕

中
之
束
七
十
五
百
下
日
六
廿
月
正
年
二
仁
弘
　

把
五
束
七

下
日
六
廿
月
十
年
元
仁
弘
　
「

百
　
五
　
千
　
壱
　
合

〔
　

玖

　

束
カ

〕

　
仁
　
弘

事
　
稲
　
納
　
収
　
日
　
廿
　
月
　
十
　
年
　
元

束

酒
束
一
料
舂
米
糯

物
料
祭

束
一
功
夫
持
等
奈
菁
料
同

門
依

　

束
二
食
日
経
郎
太
事

〔
　

成
カ

〕

束
五
料

神
内
庄

〔
　

年
　
　

田
　
　

 

作
　
　

　

料
カ

〕
　
　
　
　
　
　

束
卅
充
下
呂
万
福
海
凡
且

〔
　

下
カ

〕

〔
　

庄
　
　

内
カ

〕

束
一

把
五
直
夢
菁

物
料
節

束
一
功
夫
行
持
等
美
留
久

主
小

把
六
束
二
日
八
経
従

把
九
束
七
十
八
百
下
合

把
六
束
三
十
五
百
二
千
一
稲
残

日
廿
月
二
十
自

日
七
廿
迄

〔
　

蔓
カ

〕

〔　

食 カ
〕

年
六

斗
五
石
一
米
上
京
舂
日
日
八
月
二
十

 

束
卅
穎

 

束
十
賃
駄

三

米
上
京
日
八
廿
月
二
十
年
同

　
石
　

束
三
廿
穎

 

賃
駄

　
束

〔
　

一
カ

〕

〔×

一
〕

〔
　

七
カ

〕

」

稲
送
進
宮
村
豊
　
「

石
三
米
上
京
日
八
十
月
二
十
年
同

 

束
廿
賃
駄
功
舂
加
束
七
十
六
穎

東
　

稲
内

　
　
　

束

〔
　

七
カ

〕

〔
　

殿
カ

〕

「

斗
三

束
三
稲
直

」
束
三
食
功
人
一
夫
持

「〔
　

櫃
カ

〕
　
五

」
料

・

）
１
筆
別
（

）
１
筆
別
（

）
筆
別
（

２
筆
別
（

）

迄

長
さ
九
八
二
㎜
・
幅
五
七
㎜
・
厚
さ
五
㎜
　
七
〇
一
一
型
式

長
さ
八
四
〇
㎜
・
幅(

五
一)

㎜
・
厚
さ
六
㎜
　
七
〇
八
一
型
式

20
　
弘
仁
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
庄
園
の
収
支
簿
　
（
一
八
〇
六

号
）

21
　
都
へ
米
を
進
上
し
た
記
録
木
簡
　
（
一
八
〇
七

号
）

5

山田女佃（2町6段） 1243束

凡海福万呂佃（4段）・地子田(6段) 252束 (1495束)

某田(120歩) (14束)

　合計 1509束 1509束

葛木寺 20束

残 1489束

義倉籾料(1石4升料)

　（13束籾料、1束籾女功料、2束運人功

料）

16束

庄垣作料 15束

主国下坐御波多古入白米5斗料

　（10束→白米5斗、2束精代、1束舂功）
13束

白米運夫功 2束

小主・従1日分の食 1束5把

　小計 47束5把

残稲 1441束5把

租穀4石5斗4升料 56束8把

糙女功食 4束5把

裹薦4枚、編・縄続人食 1束

正倉院運、上日正倉出納(食) 3束＋α

不明 不明

不明 □束

糯米舂料 1束

酒 不明

祭料物・同料菁奈等持夫功 1束

依門成事太郎の食 2束

庄内神祀料 5束

□年田作料（凡海福万呂） 30束

人々出挙(凡海加都岐万呂10束、民浄万

呂3束、建万呂妻浄継女2束、大友三月万

呂2束)

17束

不明 1束

菁蔓直 5把

節料物・久留美等持行夫功 1束

小主・従8日分の食（12/20～27） 2束6把

（不明もしくは欠損部の計） 61束5把

　小計 187束9把

残 1253束6把

庄東廊□□・塗漆□□□□進下京持行

人功食
1束

奈良から宮所庄へ馬船などを運ぶ車引

建万呂6日分の食・酒料（食日別1升6合、

酒1升）

3束

人々の冬衣を買う銭23貫715文代 153束

　小計 157束

二年田作料（山田女、残180束） 118束

佃作料（凡海福万呂） 30束

出挙(小主) 25束

出挙(凡海国人) 20束

出挙(凡海福万呂) 20束

小主・従14日分の食（1/20～2/3） 4束2把

二郎・従1日半食 6把

奈良馬船・厨子棚・歩板直2貫500文代 16束

　小計 233束8把

葛木寺□等料 20束

車刺油4合直銭160文、別40文、運人酒

手料
2束

　（弘仁2年分支出）小計 412束8把

残 840束8把

表　展示番号 20 にみえる収支記載

収納

支出

弘仁2年

正月26日

弘仁元年

12月25日

同日

(10月20日)

弘仁元年

10月20日

弘仁元年

10月26日

(弘仁2年

2月ヵ)20日

（不　明）
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